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コスモスクエア地区のシンボルとして、西日本一の高さ（地上256
メートル）を誇るコスモタワー。平成7年（1995）4月にオープンと
なり、55階の展望台からの360度の眺めは格別の景色です（展望
台「plat planet」は有料）。45階の大阪港広報サテライト（平日9
時～17時利用無料）からも大阪港内から西側の景色（明石側）が一
望でき、パネルと南港ジオラマといった展示品もあります。喫茶室
からは南側の景色（関空側）が見えます。
平成8年（1996）第16回大阪まちなみ賞「大阪市長賞」受賞。

③コスモタワー 平成12年（2000）7月開館。ユニークな形のガラス張りの建物は
大阪港のランドマークで、平成14年（2002）には英国構造技術
者協会から「StructuralSpecialAward2002」を受賞しました。
設計はポール・アンドルー氏（フランス人設計家）です。時空館前は
大阪港の主航路入口となっており、帆船や外国の客船も多数寄港
し、白い灯台と赤い灯台が船舶の航路安全を見守っています。館
内には江戸時代に活躍した菱垣廻船（千石積級）を実物大で復元
した「浪華丸」があります。浪華丸は平成11年（1999）7月から数
日間、大阪湾内を海上帆走試験した後、当館に展示されました。
2010年春からリニューアルオープンしています。

⑦なにわの海の時空館

古代船「なみはや」は平野長原遺跡高廻り2号噴出土の船形埴
輪をモデルとして復元された準構造船です。「倭の五王」時代の
航海を再現しようと、大阪港から韓国釜山への実験航海にも
成功しました。すみのえの津では、5世紀にはすでに、こうした
船の往来があり、大陸からの文明や文化を伝える国際港でし
た。また当時の中央政府があった飛鳥地方や平城京からみて
も、もっとも近い港湾であり、古代国家にとって最重要拠点で
した。

⑥古代船「なみはや」

海辺の空間として憩いの場（なぎさ海道）となっています。海を眺めれば、港区の天保山、此花
区のUSJ（ときには花火の音も聞こえます）、貯蔵タンク、此花大橋、舞洲のスラッジセンター、
舞洲工場、夢舞大橋、ゆったりと進む異国のコンテナ船など、現代のパノラマが広がりますが、
この大阪湾（シーサイド）は戦国時代、信長の鉄甲船と毛利水軍が激突し（木津川口の戦い）、
江戸時代は天下の台所・大坂の物資流通の拠点となり、「出船千艘入船千艘」と言われるほ
ど、大小さまざまな船で埋め尽くされました。まさに歴史の移り変わりを映した時代の絵巻物
です。遠くは六甲山脈、明石大橋、淡路島なども見えて、沈みゆく夕陽の光景は雄大なロマン
を感じさせてくれます。

⑤シーサイドコスモ

平成9年（1997）10月、大阪港咲洲
トンネル開通。同年12月にOTSテク
ノポート線開通によって、港区築港と
住之江区南港北との往来が可能にな
りました。当駅が中央線の延長になっ
たのは、平成18年（2006）からで、乗
車料金も引き下げられました。ニュー
トラム（南港ポートタウン線）の乗換
駅で、平成15年（2003）2月「近畿の
駅100選」に選ばれました。

⑧コスモスクエア駅
咲洲キャナルは海水を取り入れた運河で、コスモス
クエア地区内を流れ、東西にゆるやかなカーブを描
く親水空間です。水辺の散策が楽しめますが、運が
良ければキャナルの中の星を見つけることができま
す。また咲洲キャナル沿いの森ノ宮医療大学は平成
20年（2008）第1回おおさか優良緑化賞・大阪府
知事賞を受賞し、隣接する咲洲キャナルと遊歩道を
景観にうまく取り入れた、白い壁と周りの緑のコン
トラストが美しい建物です。

④咲洲キャナルと森ノ宮医療大学

①南港とATC（アジア太平洋トレードセンター）
昭和8年（1933）、木津川河口にあった飛行場の移転計画で南港の埋立
てが始まりましたが、戦争のため中断。昭和33年（1958）にアラビア石
油の石油コンビナート進出が予定されて再開発が進みましたが、国の石
油政策見直しで昭和39年（1964）、アラビア石油が進出を断念しまし
た。その後、港湾用地と住宅用地として土地利用する計画となり、現在の
南港・南港ポートタウン・南港ニュータウンが誕生しました。約1億4千万
立方メートルの土砂（ダンプカー1日1000台で運んでも約55年かかる）
が埋め立てられたといわれています。平成6年（1994）には貿易のトレ
ードセンターとしてATCがオープン。ショールームやレストラン、輸入品
ショップ等のほかに「おおさかATCグリーンエコプラザ」と「ATCエイジ
レスセンター」（ITM棟11階）があり、環境問題や健康・福祉・介護機器の
常設展示場があります。
ATCは平成7年（1995）第15回大阪まちなみ賞「大阪市長賞」受賞。

②南港オズ岸壁と大阪南港
　コスモフェリーターミナル
ATC西側の全長450メートルの南港オズ岸壁は南国
情緒あふれる空間で、若者達や家族連れで賑わい、日
本で唯一、一般市民が航海体験できる帆船「あこがれ」
が係留されています。また毎年1月に大阪市消防局の
出初式が海上と岸壁にてとり行なわれます。隣接する
大阪南港コスモフェリーターミナルは平成20年
（2008）7月8日オープンで、「フェリーさんふらわあ」
が運航しており、四国・九州の港に向かう便がありま
す。かつてすみのえの津から遣隋使・遣唐使が大陸へ
と出発しましたが、その時代に思いを馳せ、船旅に出
るのも一興でしょう。

朝鮮半島・中国大陸（シルクロード）など外交や交易の玄関口だったすみのえの津。源氏物語や一寸法師伝説の古今の
物語にも登場し、豊かな自然と美しい景観で数多くの歌が詠まれてきました。義経や信長、「ヲロシア」など、歴史の移
り変わりの舞台である平成のすみのえの津（咲洲）から歴史の歩みを漫遊しましょう。

平成すみのえの津漫遊記平成すみのえの津漫遊記
～コスモスクエア、咲洲から海浜緑地、海の時空館まで～


